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●
15
Ｎ
Ｊ
の
テ
ー
マ

「
世
界
に
向
か
っ
て
で
っ
か
く
羽
ば
た
け
」

2
0
1
5
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ

る
第
23
回
世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
（
23

Ｗ
Ｓ
Ｊ
）に
向
け
た
第
1
歩
で
あ
り
、

15
Ｎ
Ｊ
の
参
加
者
の
力
に
よ
っ
て
、

ス
カ
ウ
ト
運
動
を
大
き
く
飛
躍
・
前

進
さ
せ
る
契
機
と
し
ま
す
。

●
大
会
コ
ン
セ
プ
ト

1
、
地
球
環
境
と
の
共
生
を
考
え
る

2
、
強
健
な
身
体
と
そ
れ
を
支
え
る

食
の
大
切
さ
を
体
感
す
る
。

3
、
地
域
社
会
や
関
係
組
織
・
諸
団

体
と
一
体
と
な
っ
て
開
催
す
る
。

4
、
ゆ
と
り
あ
る
大
会
を
目
指
す
。

●
大
会
の
目
的

15
Ｎ
Ｊ
に
参
加
し
た
青
少
年
た
ち

が
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
霊

峰
富
士
山
麓
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

の
キ
ャ
ン
プ
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
に
挑
戦
す
る
こ
と

に
よ
り
、
相
互
理
解
と
協
調
性
を
養

い
、
ま
た
環
境
や
健

康
の
諸
問
題
を
考
え

る
こ
と
を
と
お
し

て
、
持
続
可
能
な
社
会
に
つ
い
て
共

に
考
え
行
動
す
る
機
会
と
す
る
。

さ
あ
！
　
今
か
ら
健
康
に
充
分
留

意
し
て
、
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
参
加
し

よ
う
！

本本
年年
はは
ジジ
ャャ
ンン
ボボ
リリ
ーー
のの
年年

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会

理
事
長

岡
　
本
　
圭
　
示

本
年
8
月
2
日
よ
り
8
日
ま
で
静

岡
県
富
士
宮
市
朝
霧
高
原
に
お
い
て

第
15
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
（
15
Ｎ

Ｊ
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
は
4
年
に
1
度
日
本
全
国

の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
代
表
が
集
ま

っ
て
大
規
模
な
キ
ャ
ン
プ
大
会
を
行

う
ス
カ
ウ
ト
の
祭
典
で
す
。
そ
の
数

約
2
万
人
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
カ
ウ

ト
の
町
が
誕
生
し
ま
す
。

今
回
の
15
Ｎ
Ｊ
は
今
ま
で
の
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
と
異
な
る
点
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
ま
ず
大
会
期
間
が
4
泊

5
日
か
ら
6
泊
7
日
に
延
長
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
開
会
式
前
日
の
8
月

1
日
に
集
合
し
て
閉
会
式
の
翌
日
の

9
日
に
解
散
と
な
る
と
8
泊
9
日
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ス
カ
ウ
ト
教
育

を
よ
り
効
果
的
に
展
開
で
き
る
「
長

期
キ
ャ
ン
プ
」
を
目
指
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

次
に
派
遣
隊
と
し
て
1
個
隊
に
つ

き
4
個
班
編
成
で
、
そ
の
う
ち
3
個

班
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
班
と
し
、
1

個
班
は
高
校
生
年
代
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
カ
ウ
ト
班
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

Ｂ
Ｓ
班
が
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
自
治

の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
付

け
、
Ｖ
Ｓ
班
は
隊
全
体
に
奉
仕
し
な

が
ら
自
ら
も
大
会
を
楽
し
み
、
Ｂ
Ｓ

た
ち
の
手
本
と
な
る
よ
う
に
参
加
し

ま
す
。

次
に
こ
の
大
会
組
織
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
本
部
要
員
だ
け
で
な
く

参
加
者
も
サ
ブ
キ
ャ
ン
プ
運
営
の
一

端
を
担
う
効
率
的
な
大
会
組
織
を
作

り
、
本
部
の
各
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
は

成
人
指
導
者
と
大
学
生
年
代
の
ロ
ー

バ
ー
ス
カ
ウ
ト
が
担
い
ま
す
。
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宮
城
県
連
盟
塩
釜
第
四
団

東
海
林
良
昌

去
る
平
成

21
年
8
月
26

〜
29
日
、
比

叡
山
延
暦
寺

に
お
い
て
、

仏
教
ス
カ
ウ

ト
ベ
ン
チ
ャ

ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州

宮
崎
県
か
ら
、
31
名
の
仏
教
各
宗
派

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
が
参
集
し

ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
統
一
テ
ー
マ
「
と

も
に
生
か
そ
う
　
い
の
ち
」の
も
と
、

「
平
和
」「
環
境
」「
人
権
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
話
し
合

い
、
最
終
的
に
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
宣

言
文
を
採
択
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
ほ
か
に
も
、
根
本
中
堂
で
の
朝

の
勤
行
、
諸
堂
参
拝
な
ど
の
信
仰
実

践
活
動
や
、
千
日
回
峯
行
者
大
行
満

阿
闍
梨
上
原
行
照
師
の
記
念
講
演

等
、
比
叡
山
で
し
か
体
験
で
き
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
分
科
会
「
人
権
」
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
担
当
し

ま
し
た
。
自
分
が
仏
教
ス
カ
ウ
ト
で

あ
る
と
い
う
自
覚
が
初
め
は
ほ
と
ん

ど
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
彼
ら
で

す
が
、
討
論
を
進
め
る
う
ち
に
、

「
人
間
の
幸
せ
っ
て
何
？
」、「
人
間

ら
し
さ
っ
て
何
？
」、「
自
分
独
り
で

騒
い
で
も
無
駄
と
い
う
考
え
方
は
や

め
よ
う
」
と
、
彼
ら
は
自
分
の
言
葉

で
語
り
始
め

た
の
で
す
。

三
日
間
の

討
議
の
結
果

と
し
て
、
採

択
さ
れ
た
宣

言
文
を
こ
こ

に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

【
仏
教
ス
カ
ウ
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
文
】

私
た
ち
は
、
こ
の
美
し
い
自
然
に

つ
つ
ま
れ
た
比
叡
山
に
お
い
て
大
い

な
る
み
仏
の
光
を
仰
ぎ
、
仏
教
ス
カ

ウ
ト
の
誇
り
を
胸
に
「
と
も
に
生
か

そ
う
い
の
ち
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

集
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

私
た
ち
は
、
こ
こ
で
「
平
和
」

「
環
境
」「
人
権
」
に
つ
い
て
学
び
、

私
を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
人
や
物
に

お
か
え
し
の
で
き
る
私
に
な
っ
て
い

け
る
よ
う
、
次
の
三
条
の
実
践
に
精

進
す
る
こ
と
を
宣
言
い
た
し
ま
す

一
、
自
ら
他
と
の
関
係
を
築
き
、
他

の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
努

め
、
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

最
善
を
つ
く
し
ま
す

二
、
私
た
ち
は
未
来
の
子
供
た
ち
の

た
め
に
地
球
を
掃
除
し
ま
す

三
、
私
た
ち
は
互
い
を
思
い
や
り
、

互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
偏

見
の
な
い
世
界
を
創
り
上
げ
る

こ
と
を
誓
い
ま
す

フ
ォ
ー
ラ
ム
中
の
ス
カ
ウ
ト
達
の

表
情
が
、
思
い
起
こ
さ
れ
て
胸
が
熱

く
な
り
ま
す
。

こ
の
宣
言
文
に
は
、
ご
覧
い
た
だ

く
と
わ
か
る
と
お
り
、
仏
教
ス
カ
ウ

ト
と
し
て
、
地
域
・
国
・
地
球
で
の

役
目
を
果
た
そ
う
と
す
る
、
決
意
が

表
れ
て
い
ま
す
。「
平
和
・
環
境
・

人
権
」、
ど
れ
も
が
大
き
い
テ
ー
マ

で
し
た
が
、

「
一
人
一
人

の
力
を
合
わ

せ
れ
ば
、
世

界
が
変
わ

る
」、
そ
ん

な
可
能
性
を

感
じ
さ
せ
た

素
晴
ら
し
い

フ
ォ
ー
ラ
ム

で
し
た
。
彼

ら
が
、
三
条

の
実
践
に
取

り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。ど
う
ぞ
、

み
な
さ
ん
の
団
の
ス
カ
ウ
ト
達
に

も
、
こ
の
宣
言
文
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

仏
教
ス
カ
ウ
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

仏
教
ス
カ
ウ
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告
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第
三
十
五
回

　

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
研
修
会

第
五
十
五
十
二
回

　

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
仏
教
章
研
修

　

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
仏
教
章
研
修
会

第
五
十
二
回

　

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
仏
教
章
研
修
会

第
五
十
二
回

　

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
仏
教
章
研
修
会

第
五
十
二
回

　

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
仏
教
章
研
修
会

第
三
十
五
回

　

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
研
修
会

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会
事
務
局

研
修
会
ス
タ
ッ
フ

脇
　
川
　
公
　
暢

平
成
21
年
３
月
27
日
（
金
）
か
ら

29
日
（
日
）
に
か
け
て
の
2
泊
3
日
、

長
野
県
飯
田
市
柏
心
寺
に
於
い
て
浄

土
宗
ス
カ
ウ
ト
仏
教
章
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

柏
心
寺
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
飯
田

1
団
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
36

団
の
活
動
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
安

静
達
祐
住
職
は
、
現
在
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
飯
田
1
団

の
ロ
ー
バ
ー
隊

長
を
務
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

ご
内
室
の
安
静

美
智
子
氏
も
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト

長
野
県
36
団
の

団
委
員
長
を
務

め
ら
れ
、
当
会

で
は
ご
夫
婦
共

に
理
事
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
ス
カ

ウ
ト
運
動
に
大
変
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
仏
教

章
研
修
会
は
、

北
は
宮
城
、
南

は
熊
本
か
ら
仏

教
章
取
得
を
志

す
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
ス
カ
ウ
ト
36

人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

研
修
会
は
飯

田
１
団
の
指
導
者
、
関
係
者
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
中
、
も
っ
と
も
大
切

な
儀
式
で
あ
る
、
帰
敬
式
に
参
加
し

た
ス
カ
ウ
ト
の
感
想
を
ご
紹
介
し
、

研
修
会
の
様
子
を
お
伝
え
い
た
し
ま

す
。「

3
月
28
日
、
自
分
は
仏
の
子
ど

も
と
な
っ
た
。
こ
の
世
に
生
を
受
け

た
以
上
、
今
ま
で
も
仏
の
子
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
が
、
正
直
実
感
は
な
か

っ
た
し
、意
識
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
今
日
、

帰
敬
式
を
う

け
、
仏
の
法
の

象
徴
で
あ
る
、

ろ
う
そ
く
の
炎

を
見
つ
め
、
心

が
変
わ
っ
た
よ

う
に
思
っ
た
。

ま
た
、
ろ
う
そ

く
の
炎
を
班
長

の
ろ
う
そ
く
よ
り
移
し
て
も
ら
っ
た

時
、自
分
も
仏
様
の
法
を
受
け
継
ぎ
、

守
っ
て
い
く
一
人
に
な
っ
た
こ
と
を

強
く
実
感
し
た
。

は
っ
き
り
言
っ
て
、
自
分
は
そ
れ

ほ
ど
良
い
こ
と
を
し
た
と
、
胸
を
は

っ
て
言
え
る
よ
う
な
人
間
で
は
な
か

っ
た
。
悪
い
こ
と
は
い
く
ら
も
し
た

し
、
勿
論
仏
様
も
そ
れ
を
見
て
お
ら

れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
度

仏
様
の
前
で
誓
い
を
た
て
た
以
上
、

そ
う
い
う
こ
と
は
も
う
許
さ
れ
な

い
。
そ
れ
を
心
が
け
て
生
き
て
行
く

つ
も
り
だ
が
、
人
間
で
あ
る
以
上
、

間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
り
、
間
違
っ

た
道
を
選
ぶ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
ん
な
時
は
、
今
日
見
た
仏

様
の
法
を
表
す
ろ
う
そ
く
を
思
い
出

し
、
は
た
し
て
本
当
に
こ
れ
が
正
し

い
こ
と
か
ど
う
か
を
振
り
返
り
、
よ

く
考
え
た
上
で
こ
れ
か
ら
の
全
て
の

行
動
を
起
こ
し
て
行
き
た
い
と
思

う
。
帰
敬
式
を
始
め
と
し
た
こ
の
2

泊
3
日
の
体
験
は
、
自
分
の
人
生
の

中
で
も
本
当
に
素
晴
ら
し
い
出
来
事

の
一
つ
に
な
っ
た
と
思
う
。」

こ
の
よ
う
な
感
想
が
参
加
ス
カ
ウ

ト
一
同
よ
り
聞
こ
え
て
き
た
充
実
し

た
内
容
で
し
た
。

2
泊
3
日
と
い
う
限
ら
れ
た
中
で

の
研
修
会
で
し
た
が
、
中
学
・
高
校

生
年
代
の
ス

カ
ウ
ト
た
ち

に
と
っ
て
、

各
々
「
宗

教
・
信
仰
」

と
い
う
人
生

に
お
け
る
大

事
な
テ
ー
マ

を
考
え
る
よ

い
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ス
カ
ウ
ト
た
ち
に
は
、
こ
の
研
修

会
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た

こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
ス
カ
ウ
テ
ィ

ン
グ
に
役
立
て
、
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト

と
し
て
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。



H21.10.15 渡邉　　佑 木更津 2 選　擇　寺 山本　恵司

H21.11.27 東海林　忠 横　浜 125 西　應　寺 北條　雅道

H21.11.27 吉田尚太郎 目　黒 1 祐　天　寺 中村　勝道

H21.12.24 今井　健太 長　野 1 真　光　寺 近藤　秀祐

H21.12.24 掛川　和真 長　野 1 真　光　寺 近藤　秀祐

H21.12.24 青木　史弥 長　野 1 真　光　寺 近藤　秀祐

H21.12.24 三澤　圭介 長　野 1 真　光　寺 近藤　秀祐

H22. 1 .18 小林　亮馬 新　宿 23 来　迎　寺 林　　正教

H22. 1 .26 田中　　舜 高　松 12 法　然　寺 細井　俊道
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H21. 2 . 27 住江　俊啓 一　宮 9 鎭　西　寺 住江　充弘

H21. 4 . 1 大久保香雅 板　橋 3 清　光　寺 岡本　圭示

H21. 5 . 7 天野　茂雄 京　都 25 西　休　寺 加藤　俊昭

H21. 5 . 7 羽根田　賢 豊　田 16 光　明　寺 日尾野一道

H21. 5 . 7 堀越　　暉 台　東 1 清　光　寺 岡本　圭示

H21. 6 .19 西村　研作 飯　田 1 柏　心　寺 安静　俊祐

H21. 9 . 9 岩田　　悠 八王子 7 察　順　院 木村　良成

H21.10.15 鹿島　　悠 飯　田 1 柏　心　寺 安静　俊祐

H21.10.15 藤波　啓太 木更津 2 選　擇　寺 山本　恵司

栄 誉 を 讃 え ま し ょ う

浄土宗仏教章授与スカウト（平成21年2月27日～平成22年1月26日）

浄土宗承認 氏　名 団 寺院名 教導職 浄土宗承認 氏　名 団 寺院名 教導職
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昭
和
25
年
に
発
団
し
た
当
時
は
「
東
京
第
67
隊
」
で
あ
っ
た
が
、

の
ち
に
行
政
区
の
発
団
順
と
な
り
「
台
東
第
4
団
」
と
な
っ
た
。
現

在
の
登
録
人
数
は
1
5
0
人
。
記
念
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
は
90
人
で

あ
っ
た
。

●
期
間
／
平
成
21
年
8
月
5
日
〜
9
日
Ｂ
Ｓ
・
Ｖ
Ｓ
・
Ｒ
Ｓ
は
キ
ャ

ン
プ
・
6
日
〜
9
日
Ｃ
Ｓ
は
舎
営
・
7
日
〜
9
日
Ｂ
Ｖ
は
舎
営

●
場
所
／
福
島
県
裏
磐
梯
五
色
沼
民
宿「
み
ち
の
く
」及
び
付
属
野
営
場

●
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

7
日
午
後
4
時
開
会
式
／
8
日
午
前
9
時
仏
教
礼
拝
・
ス
カ
ウ
ト
デ
ー

仏
教
礼
拝
終
了
後
、
ス
カ
ウ
ト
を
縦
割
り
に
し
て
チ
ー
ム
を
組

み
、
ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
、
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
、
ク
ラ
フ
ト
、
昼
食
会

な
ど
終
日
お
楽
し
み
を
実
施
。

午
後
7
時
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー

9
日
午
前
11
時
閉
会
式

昼
食
後
大
型
バ
ス
2
台
で
帰
路

に
向
か
い
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。

団
委
員
長
岡
本
圭
示

終
戦
後
の
昭
和
24
年
、
熊
本
県

南
の
地
に
初
め
て
団
と
し
て
誕

生
。
平
成
21
年
9
月
19
日
に
団
本

部
西
生
院
本
堂
と
境
内
地
に
お
い

て
、
市
長
・
県
連
役
員
・
Ｏ
Ｂ
な

ど
百
名
余
り
の
方
々
を
お
招
き
し

て
記
念
式
典
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
紅

葉
真
っ
盛
り
の
10
月
24
か
ら
25

日
に
掛
け
て
大
分
県
久
住
山
に
記

念
登
山
を
行
い
、
頂
上
に
記
念
柱

を
建
て
て
元
気
に
下
山
し
ま
し

た
。

団
委
員
長
濱
田
智
海

「
お
て
つ
ぎ
ス
カ
ウ
ト
」
は
、昭
和
43
年
、（
故
）桑

原
法
道
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
、結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、昭
和
60
年
5
月
11
日
に
瑞
相
寺
に
お
い
て
、

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
を
発
団
し
、
私
が
初
代
カ
ブ
隊
隊
長

を
拝
命
し
、
知
恩
院
執
事
長
牧
達
雄
上
人
様
よ
り
、

「
永
遠
の
ス
カ
ウ
ト
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
隊
旗

を
授
与
さ
れ
、
激
励
を
受
け
た
こ
と
は
今
で
も
、
心

に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
発
団
40
周
年
に
は
、
40
周

年
記
念
久
住
登
山
キ
ャ
ン
プ
を
実
行
し
、
ビ
ー
バ
ー

隊
も
組
織
し
、
年
々
充
実

し
、
活
発
な
活
動
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
行
な
わ
れ
た
上

進
式
で
は
、
初
め
て
の
菊

章
を
3
名
に
授
与
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
富
士
章
獲
得
に
向
け

て
、
精
進
し
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

団
委
員
長
井
原
善
昭

私
た
ち
36
団
は
平
成
元
年
発
団
以
来
20
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
岡
山
那
岐
山
で
の
当
協
議
会
25
周
年
キ

ャ
ン
プ
か
ら
ス
カ
ウ
ト
の
生
涯
教
育
が
は
じ
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
今
日
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
昨
今
ス
カ

ウ
ト
の
減
少
等
、
問
題
も

あ
り
ま
す
が
、
原
点
に
返

り
ス
カ
ウ
ト
精
神
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
関
係
者
一
同
30

周
年
に
向
け
て
新
た
な
気

持
ち
で
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。団委

員
長
安
静
美
智
子

おてつぎスカウト
ボーイスカウト山口県連盟柳井第3団

20周年に“ いやさか ”
ガールスカウト長野県支部第36団

還暦を迎えて 発団60周年
ボーイスカウト熊本県連盟水俣第1団

～ 祝 桐章受章 ～
ガールスカウト宮城県支部第19団
団委員長 東海林登志子様

～ 祝 かっこう章受章 ～
ボーイスカウト宮城県連盟塩釜第4団

団委員長 東海林良雲様

発団60周年記念合同キャンプ
ボーイスカウト東京連盟台東第4団

慶祝！おめでとう浄土宗スカウト！
ますますのご発展・ご活躍を！

※桐章はガールスカウト、かっこう章はボーイスカウトの功労者
に与えられる章です。



は
、
松
本
市
真
光
寺
住
職
・
当
会
事

務
局
近
藤
秀
祐
上
人
が
担
当
す
る
予

定
で
す
。奮
っ
て
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

ア
ル
プ
ス
の
爽
や
か
な
空
気
を
味
わ

い
な
が
ら
有
意
義
な
研
修
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

日
程

平
成
22
年
10
月
2
日
〜

3
日
の
1
泊
2
日（
予
定
）

場
所

松
本
市
真
光
寺
（
予
定
）

■
第
54
回
仏
教
章
研
修
会

第
54
回
仏
教
章
研
修
会
は
、
京
都

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
定
員
は

40
名
で
す
が
、
多
く
の
ス
カ
ウ
ト
を

送
り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

日
程

平
成
23
年
３
月
27
日（
日
）

〜
29
日（
火
）

場
所

京
都
市
（
未
定
）

地
元
開
催
を
要
望
さ
れ
る
方
は
必

ず
総
会
に
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
増
上
寺
八
百
年
御
忌
に
参
加

大
本
山
増
上
寺
で
平
成
23
年
4
月

9
日
に
開
催
さ
れ
る
「
法
然
さ
ま
を

た
た
え
る
よ
い
子
の
つ
ど
い
」
に
当

会
も
参
加
し
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
・
ポ

イ
ン
ト
ラ
リ
ー
・
ロ
ー
プ
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
な
ど
で
奉
仕
し
ま
す
。
お
手
伝

い
の
指
導
者
・
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
各
団
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
ハ
ワ
イ
一
〇
〇
周
年

平
成
22
年
6
月
26
日
に
ヒ
ロ
明
照

院
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
が
あ
り
ま

す
。
ス
カ
ウ
ト
の
制
服
で
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

◆
宗
報

・
7
月
号
（
仏
教
章
研
修
会
報
告
）

・
7
月
号
（
総
会
報
告
）

・
3
月
号
（
仏
教
章
研
修
会
開
催
案

内
、仏
教
章
事
前
研
修
の
お
願
い
）

◆
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス

・
№
19
か
ら
21
ま
で
配
信

※
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
の
配
信
お
よ
び

会
員
向
け
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に

登
録
希
望
の
方
は
、
事
務
局
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
広
報
掲
載
報
告

第
18
回
仏
教
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
研

修
会
・
第
6
回
仏
教
ス
カ
ウ
ト
指
導

者
研
修
会
が
合
同
で
、
平
成
21
年
10

月
3
日
か
ら
4
日
の
1
泊
2
日
で
、

比
叡
山
延
暦
寺
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
育
て
あ
う
　
い
の
ち
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
90
人
の
仏
教
ス
カ
ウ

ト
が
集
い
ま
し
た
。

延
暦
寺
の
歴
史
や
修
行
体
系
の
お

話
を
伺
い
、
諸
堂
参
拝
で
は
日
頃
入

れ
な
い
浄
土
院
の
奥
で
参
拝
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
坐
禅
体
験
も
あ
り
、
久

し
振
り
に
他
宗
の
修
行
を
経
験
し
ま

し
た
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
信

仰
奨
励
章
の
た
め
の
指
導
者
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
解
説
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

で
は
少
女
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
の
お
話
な
ど
が
あ
り
、
有
意

義
な
研
修
会
で
し
た
。

参
加
者
（
教
師
）吉

水
康
順

（
東
京
教
区
照
光
院
）

岡
本
圭
示

（
東
京
教
区
清
光
寺
）

中
村
勝
道

（
東
京
教
区
誠
心
寺
）

巖
谷
勝
正

（
東
京
教
区
祐
天
寺
）

脇
川
公
暢
（
神
奈
川
教
区
正
覚
寺
）

濱
田
大
真
（
熊
本
教
区
西
生
院
）

（
そ
の
他
）

松
平
義
継
（
埼
玉
・
入
間
3
団
）

濱
田
智
美
（
佛
教
大
学
）

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
委
員
会
古
宇
田

亮
順
上
人
の
協
力
を
得
て
、「
ア
ン

ノ
ン
ス
カ
ウ
ト
」
と
「
ア
ン
ノ
ン
ソ

ル
ジ
ャ
ー
」
の
2
つ
の
話
が
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
試
作
の
段
階
で
す
が
、
改

良
し
な
が
ら
ぜ
ひ
皆
さ
ま
に
も
複
製

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
総
会
に
来
て
実
物

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度
年
次
総
会
を
左
記
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
年
は

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
製
作
発
表
も
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
繰
り
合
わ
せ
の

上
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

平
成
22
年
5
月
21
日

午
後
2
時
〜
4
時

場
所

大
本
山
増
上
寺
（
予
定
）

■
平
成
22
年
度
指
導
者
研
修
会

平
成
22
年
度
の
指
導
者
研
修
会

22. 3. 20 ス カ ウ ト 浄 土 第29号（6）

ス
カ
ウ
ト
浄
土

（
第
二
十
九
号
）

■
発
　
行
／
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
日

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

浄
土
宗
宗
務
庁
社
会
国
際
局
内

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会
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R
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■
編
集
者
／
巖
　
　
谷
　
　
勝
　
　
正

■
印
　
刷
／
小

竹

印

刷
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